
コンビ ベビーカー
メチャライト
取扱説明書

品質保証書付

ご使用の前に必ずこの取扱説明書をよくお読み
の上、正しくお使いください。
■	本書は大切に保管してください。
■	取りはずしてある部品は、本書をよく読んで
正しく取り付けてください。

■	本製品を他のお客様にお譲りになるときは、
必ず本書もあわせてお渡しください。

安全基準A型
（1ヵ月〜36ヵ月ころまで）
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●.この製品は、一般家庭でお子さまを乗せ、外気浴、買い物などに使用するための
. 1人乗り乳母車（ベビーカー）です。
●.望ましい連続使用時間：2時間以内（ただし、��7��以上を対�にした��使用時は1時間以内）��7��以上を対�にした��使用時は1時間以内）7��以上を対�にした��使用時は1時間以内）
●.使用できるお子さまの��：��：�：��1��※以上�6��こ�まで�6��こ�まで��こ�までこ�まで（お子さまの��の��1�����）��の��1�����））
※生後1ヵ月とは、出生時に��2.����上�つ在胎週数37週�上を満�し、1ヵ月経過し�お子さまを示します。

ご使用の前に

●.組み立てる前に、26ページ「品質保証書」に次の項目を記入してください。
. �製品�、ロット��.（車���か��て�のパイ�に��て�るシールに記�されています。）�製品�、ロット��.（車���か��て�のパイ�に��て�るシールに記�されています。）ロット��.（車���か��て�のパイ�に��て�るシールに記�されています。）車���か��て�のパイ�に��て�るシールに記�されています。）��か��て�のパイ�に��て�るシールに記�されています。）
. �お��のお�前・ご��・�����お��のお�前・ご��・����お��のお�前・ご��・����
. ��������������
●.26ページ「品質保証書」上部の�シート�り���に��書（�シート）をお�りください。26ページ「品質保証書」上部の�シート�り���に��書（�シート）をお�りください。ページ「品質保証書」上部の�シート�り���に��書（�シート）をお�りください。上部の�シート�り���に��書（�シート）をお�りください。��書（�シート）をお�りください。お�りください。

開封されましたら各部品がそろっているかご確認ください。
箱の中には次のものが入っています。箱を開け�らすべてそろっていることを確認してください。

ベビーカー 本体

取扱説明書（本書）

※本書に�用しているイラ�トは、操作方法などをわ�りやすく説明する�め、製品とは若干異なる場合があります。
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. 表示の内容
.誤�た取り扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が�ります。
誤�た取り扱いをすると、人が傷害を
負�たり、物的損害の可能性が�ります。

●.製品を使用する上でご理解いただきたい警告
および注意事項を記�しています。製品を正
しく安全にお使いいただき、危害や損害を未
然に防止するためのものです。

. ここに記�した内容を無視した場合、お子さ
まおよびご使用者のかたが重大な損害を被る
おそれが�ります。よくお読みの上、製品を
ご使用ください。

●.ここに表示した注意事項は、取り扱いを誤る
と、お子さまおよびご使用者への危害が発�
したり、物的損害の発�が予想される事項を
危害・損害の大きさ、切迫度により「警告」・
「注意」の2つに区分して示して�ります。
. 安全のため必ずお守りください。

●お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し
説明しています。

警告 /注意をうながす内容が�ることをうながす内容が�ることをす内容が�ることを
告げるものです。

禁止行為で�ることを告げるものです。

補足説明

表示

警告
注意

安全にご使用いただくために

警告    取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

●.お子さまを乗せるときは必ずシートベルトを締めてくださ
い。締めずに乗せたり、シートベルトの締めかたが不完全な
場合、使用中にお子さまが落ちるおそれが�ります。また、
シートベルトを締めていても、万一の抜�出し、立ち上がり
には十分注意してください。

●.お子さまは��が高くなるにつれ、周囲への好奇心が旺盛に
なります。力も強くなり自分でシートベルトをはずすおそれ
が�りますので、常にお子さまの状態を確認してください。

●.すべてのシートベルトを必ず締めて使用してください。肩・
腰バックルを股バックルに取り���、ベルトを強く引�ぱ
り、確実に取り���れていることを確認してください。

お子さまが落ちるおそれがあります。
●お子さまをベビー
カーの中で立たせな
いでください。

●.��の開�ロックが確実にかか�ていること（ベビーカーが完��の開�ロックが確実にかか�ていること（ベビーカーが完開�ロックが確実にかか�ていること（ベビーカーが完
全に開いた状態で�るか）を確認してか�使用してください。

●お子さまを乗せたまま、
ベビーカーを持ち上げな
いでください。

お子さまが落ちたりベビーカーが折りたたまれるおそれがあります。

開閉ロックが下がっ
てすき間がない。

開閉ロックが上がっ
てすき間がある。

●ロックされている

●ロックされていない

開閉ロック

すき間

●.ベビーカーの開�時や�ンドル切り�ベビーカーの開�時や�ンドル切り�
え時に、ベビーカーの着脱シートやシー
トベルト、ブランケット、おもちゃなど
をベビーカー本�にはさみ込まないよ
う十分注意してください。

. .開�ロックがかか�ず折りたたまれた
りするおそれが�ります。
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安全にご使用いただくために

警告    取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

●ストッパーを過信しないでく
ださい。
. ストッパーをか�ていても、
動き出したり転倒するおそれ
が�ります。

●ベビーカーは空車で��ても
坂の途中、車道に近い歩道上
など危険な場�に放置しない
でください。

ベビーカーが���したり��するおそれがあります。���したり��するおそれがあります。おそれがあります。
●お子さまを乗せたまま、ベ
ビーカーか�離れないでくだ
さい。

●.坂道では�ンドル切り�え操作を行わないでください。
●.�ンドル切り�え中にベビーカーを動かさないでください。
●.お子さまが乗り降りする際は、ベビーカーが不安定になり転倒するおそれが�りますので、し�かりと支
えてください。

●..線路や排水口などの路面の溝に車輪を取�れたり、はさまないように、溝の部分は車輪を浮かせて進ん
でください。

●.ホームと�車との段差やすき間に車輪がはさま�たり、引�かか�たりしてベビーカーが転倒するおそれ
が�ります。十分注意して乗降してください。

●カゴ以外のとこ�に�物をのせたとこ�に�物をのせたに�物をのせたのせたせた
り、�ンドルに�物をつるさない�ンドルに�物をつるさないつるさないさないない
でください。ベビーカーが不安定ベビーカーが不安定
になり転倒してお子さまが落下す
るおそれが�ります。また、�ン
ドルに寄りかか�たり、�ンドルを
無理に押し下げるなど、過度の�
重はか�ないでください。破損・
故障の原因となります。

ベビーカーが��してお子さまが落ちるおそれがあります。
●ベビーカーに同時に2人以上の
お子さまを乗せたり、お子さま
を着脱シート以外のとこ�に乗とこ�に乗に乗
せないでください。

●無理な段差乗り�えは、前輪に��が�わり、ベビーカーが転倒無理な段差乗り�えは、前輪に��が�わり、ベビーカーが転倒
するおそれが�ります。また、破損・故障の原因となります。縁
石などの段差を乗り�える場合は、わずかな段差でも速度を落
とし、ステッ�や�脚ステーに足をか�て�ンドルを手前に引
き、必ず前輪を浮かせて段差を乗り�えてください。

■背面の場合. ■対面の場合
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●.ベビーカーの開�やリクライニング操作時は、そばに人（特に小さいお子さま）を近づ�ずに行�てください。
. 指や手をはさむおそれが�ります。
●..幌を開�するときは、お子さまの指や手に注意し操作を行�てください。
　指や手をはさむおそれが�ります。
●.�ンドルを切り�えるときは、お子さまがアーム�ストに手をか�ていないことを確認してか�行�てください。
. 指や手をはさむおそれが�ります。
●着脱シートを取りはずしたままお子さまを乗せないでください。.すき間に手や足などをはさむおそれが�ります。
●お子さまの足が車輪や地面につく場合は使用しないでください。足をケガするおそれが�ります。

警告    取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

お子さまがケガをするおそれがあります。

●.ベビーカーを横向きに寝かせたり、上に�物を重ね
た状態で保管しないでください。

. 故障や変形の原因となります。
●.ベビーカーを立てた状態で保管する場合は、キャス
ターを内向きにロックし、必ずストッパーをか�て
ください。ベビーカーが倒れやすくなります。

●.ご使用の前に、締結部品などにゆるみがないか確認
してください。

	 ゆるみがある場合は�用せず、必ず当社コ�シュ�
マ�プラザにご連絡ください。�大な事故につながる
おそれがあります。

●.長時間の使用禁止
	 長時間連続してのご�用は、お子さまの負担となり
ます。寝�せ�姿勢では2時間�内、�らせ�姿勢で�らせ�姿勢で姿勢で
は1時間�内で休憩をとるなどしてください。

●.鉄道やバスの中での使用について　
	 本製品は、鉄道や��の中で�用することを�的と
して設計され�ものではありません。お客様の責任
により、本製品を鉄道や��の中で�用するときは、
カ�ブや急ブ���などで転倒するおそれがあります
ので、必ず�ト�パ�を�けて、お子さまに肩と腰の
シ�トベ�トを装着の上、十分注意してご�用くださ
い。ま�、事前に各鉄道、��事業者が示すベビ�カ�
利用の可否、方法をご確認ください。ご利用条件を満
�さないときは、ご�用になれません。なお、ご利用
条件を満�す場合でも、鉄道や��の中でベビ�カ�
を�用し�際の�全を保証するものではありません。

●..階段、エスカ�ーター、大きな段差の�るとこ�、ま
た、砂場、砂浜、河原、ぬかるみなどの悪路では使用し
ないでください。

●..破損や異常が発�した場合は、必ず修理を受�てくだ
さい。当社コンシューマー�ラザにご連絡ください。

●..坂道の走行では、不安定なため転倒するおそれが�
ります。

	 	速度を落とし、十分注意して走行してください。
●..車�の清掃は水ぶき以外はしないでください。
	 	部品の変質、破損のおそれがあります。
●..肩ベルトの色が摩擦によりお子さまの薄い色（白、
ベージュなど）の衣服に、色移りすることが�ります
のでご注意ください。

注意    取り扱いを誤ると傷害を負ったり、ベビーカーが破損するおそれがあります。

●.お子さまを乗せる以外の目的で使用しないでください。
. �的外の�用では破損などのおそれがあります。
●.お子さまにベビーカーを操作させないでください。
. 転倒や思わぬ事故につながります。
●.フロントガードを引�ぱ�て使用したり、ふりまわ
したりしないでください。

　.破損のおそれがあります。
●.フロントガードには過度の力を�えないでください。
. また必要以上に広げたりしないでください。
●.お�りができないお子さまの場合は、背もたれを倒お�りができないお子さまの場合は、背もたれを倒ができないお子さまの場合は、背もたれを倒
した状態でご使用ください。（1�ページ��）�ページ��）ページ��）

●.背もたれを1�倒した状態でもお子さまが��な場1�倒した状態でもお子さまが��な場�倒した状態でもお子さまが��な場
合は、背もたれを中間�置まで起こしてご使用くだ
さい。ただし、この方法は寄りかか�てお�りがで、この方法は寄りかか�てお�りがでこの方法は寄りかか�てお�りがでお�りがでがで
きるお子さまに限ります。

●.お子さまの頭がシート頭部の壁面に�たる場合は、
頭が�た�ない�置まで背もたれを起こして使用し
てください。

●.ベビーカーに大人が腰か�たり、過度の�重を�え
ないでください。

.. 破損、故障の原因となります。
●.ベビーカーを押すときは走�ないでください。
. 走ると�����の動きが悪くなっ�り、転倒など
の事故につながるおそれがあります。

●.出�時に取り���れている部品、および当社指定、および当社指定および当社指定
の部品以外は使用しないでください。

. 破損�故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
●.ベビーカー本�にはお子さまを乗せることを目的と
したボードなどは取り��ないでください。

. ベビ�カ�の破損の原因となります。
●.製品の改造や不当な修理をしないでください。
. 思わぬ事故につながるおそれがあります。るおそれがあります。
●.雪が積も�ているとこ�や凍結したとこ�など、す
べりやすい路面では使用しないでください。

. ベビ�カ�だけでなく�用者も転倒するおそれがあ
ります。

●.風の強いときは使用しないでください。
. 勝手に動き出し�り、転倒するおそれがあります。
●.雷のときは使用しないでください。
. 落雷のおそれがあります。
●.夏季の晴天日中などは、路面の影響によりベビーカー
内の温度が高くなるため、長時間の使用は避�てく
ださい。
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各部のなまえ

ハンドルグリップ

手元ロック
スライダー

着脱シート

折りたたみレバー

アームレスト

ガードボタン
（内側・外側2ヵ所）

フロントガード
ガードカバー

買い物カゴ

足乗せバー

〔手元操作部〕

ステップ

キャスターロック
レバー

ストッパー（前輪）　

トップウィンドー
（幌窓）

窓カバー

〔幌部〕

開閉ロック

後脚ステー

ストッパー
（後輪）

ハンドルロック

ヘッドレスト
（ムービングヘッドガード）

肩・腰
バックル

股バックル
シートベルト
（腰ベルト）

シートベルト
（肩ベルト）

肩ベルト通し穴

※幌はベビーカー本体からはずせません。

ヘッドサポート
通し穴

腰ベルト
通し穴

シートベルト
（股ベルト）

ボディ＆おしり
サポート通し穴

〔シート中央部〕

〔背もたれ部〕

リクライニング
ベルト
リクライニング
バックル

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用
フック

幌ホック

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用
フック

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用
フック

※ヘッドサポートとボディ＆おしりサポート
は別売です。
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お子さまにベビーカーを操作させないでください。転倒や思わぬ事故につながるおそれが�ります。
ベビーカーを持ち上げた状態で、折りたたみ�バーを握りロックを解除すると、破損のおそれが�ります。
手元ロックスライダーをスライドさせずに折りたたみ�バーを握�ないでください。無理に握ると破損する
おそれが�ります。

・
・
・

注
意

警
告

ベビーカーを開くときには、そばに人（特に小さい
お子さま）を近づ�ずに行�てください。指や手
をはさんだりするおそれが�ります。
ベビーカーを開いた�、開�ロックがかか�てい
ることを必ず確認してください。急に折りたたま
れるおそれが�ります。（�図��）
手元ロックスライダーが元の�置に戻り、折りたた
みがロックされていることを確認してください。

・

・

・

開閉ロックが
下がってすき
間がない。

開閉ロックが
上がってすき
間がある。

●ロックされている ●ロックされていない

開閉ロック すき間

ベビーカーの開�かた

1. ❶手元ロックスライダーを矢印方向にスライドさせながらレバーを握り、
 ❷ハンドルを持ち上げ、
 ❸そのままハンドルを手前に�す。
	 ベビ�カ�が完全に開きます。

折りたたみレバー

スライド

❸

❶ ❷

この位置で解除

スライド

（赤）が表示されます

2. 手元ロックスライダーから手を�し、手元ロックスライダーから手を�し、
折りたたみをロックする。

	 折り��み���が自動で���されます。
	 ���されていることを必ず確認してく
ださい。

ベビ�カ�を地面につけ�状態�ら折
り��み���を握り操作してくださ
い。ベビ�カ�を持ち上げ�状態では
ベビ�カ�を開くことができません。。

この位置でロック

（緑）が表示されます

スライド
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対面・背面の使いかた

ハンドルの切り替えかた
❶ 左右のハンドルロックを上に引�上げ、

ロックを解除する。
❷ ハンドルの向�を�えた�のハンドルの向�を�えた�のハンドル向�を�えた�のハンドルハンドル

ロック受けにしっかりとロックする。

ハンドルを切り替えた後、次の点を確認してください。
①	左右の�������が���受けに��っている。
②	����を上�させても動�ない。

段差を乗り�えにくい場合、対面使用時はステッ�、背面
使用時は�脚ステーに足をか�て前輪を浮かせ、段差を
乗り�えてください。または、使用者が先に段差に上が
るなどの方法で段差を乗り�えてください。

注
意

対面

❶

❷ 背面

ハンドルロック

ハンドルロック受け

●..背面使用時は、��のキャスターロック�バーを下げてロックを解除してください。下げてロックを解除してください。てロックを解除してください。
●..坂道や凹凸の�る路面では、一時的に��のキャスターをロックすると押しやすくなります。

坂道や凹凸のある路面を押すと�は、左右のキャスターロッ
クレバーを上げてロックする。

キャスターを使用しない場合

左右のキャスターロックレバー
を下げ、ロックを解除する。

キャスターを使用する場合

キャスターロックレバーの使いかた

注
意

キャスターロック�バーは、ベビーカーを押す人のほうに向�てロックしてください。
キャスターをロックする�置を間違えて使用すると、押しづ�いだ�でなく故障の原因となります。

・
・

解除
【背面のとき】 【対面のとき】

進行方向 進行方向

左右
ロック

左右
ロック

内向き
にする

外向き
にする

警
告

�ンドルを切り�えるときは、お子さまがアーム�ストに手をか�ていないことを確認してか�行�てくださ
い。指や手をはさむおそれが�ります。

注
意

�ンドルを切り�えるときは、お子さまの正面�か�お子さまの�子を確認しなが�、操作してください。
危険ですか�ベビーカーを押しなが�操作しないでください。
車�を開�するときは、�ンドルロックは操作しないでください。ベビーカーが故障するおそれが�ります。

・
・
・
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●ベビーカーを停止させているときには、必ずストッパーのロックをか�てください。
●ストッパーとキャスターロック�バーは別の機能です。

1. 左右の前・後車輪のス�ッ�ーを押し下げてロックス�ッ�ーを押し下げてロック
する。

2. ベビーカーを軽く前後に�かして、ス�ッ�ーの
ロックがかかっていることを確認する。

ロックを解除すると�は、ス�ッ�ーを押し上げる。

ス�ッ�ーをロックすると�

ス�ッ�ーのロックを解除すると�

ス�ッ�ーの使いかた

ロック

解除

ロック

解除

【前輪】 【後輪】

ストッパー ストッパー

フロントガードに関係なく、お子さまを乗せるときには必ずシートベルトを締めてください。フロントガード
はお子さまの抜�出しや立ち上がりを防止するものでは�りません。
ガードボタンはお子さまには操作させないでください。落下などのおそれが�ります。
フロントガードをつかんでベビーカーを持ち運ばないでください。手がすべ�たり、フロントガードが抜�落
ちる可能性が�ります。

・

・
・

●お子さまの乗せ降�し時にフロントガードを開くと、よりスムーズに乗せ降�しができます。

フロン�ガードの使いかた

フロン�ガードを開くと�

警
告

注
意

フ��トガ��の開閉ができるのは正面
�ら見て左側だけです。

フロントガードの片�をはずした状態でフロントガードを引�ぱ�て使用したり、ふりまわしたりしないでく
ださい。破損やお子さまのケガの原因となります。
フロントガードには過度の力を�えないでください。また、必要以上に広げたりしないでください。故障や破
損の原因となります。
フロントガードをはずした状態で保管しないでください。フロントガード本�の変形の原因となります。

・

・

・

1. ❶2つのガードボタンを矢印方向に押し
ながら、

  ❷フロン�ガードを引�抜く。
フロントガード

ガードボタン

❷

❶
❶

警
告

ストッパーを過信しないでください。ストッパーをか�ていても動き出したり、転倒するおそれが�ります。
お子さまを乗せたままベビーカーか�離れないでください。また、ストッパーは��ともか�て使用してくださ
い。ベビーカーが動き出したり転倒するおそれが�ります。

・
・

注
意

空車で��ても、ベビーカーか�離れるときは必ず��ともストッパーのロックをか�てください。ストッパー
のロックが不完全な場合、動き出すことが�ります。な場合、動き出すことが�ります。動き出すことが�ります。

次ページにつづく
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幌の使いかた

幌の開�かた

両手で幌フレームを持ち、幌を前に�げる。、幌を前に�げる。幌を前に�げる。

● ベビーカーを折りたたむと�は、必ず
幌をたたんで後�にまとめてくださ
い。

幌を開�するときは、お子さまの指や手
に注意し操作を行�てください。
指や手をはさむおそれが�ります。

 

警
告

トップウィンドー
（幌窓）

幌ホック

後幌フレーム
前幌フレーム

前幌フレーム

幌を広げるときは、両手で前幌フ��
ムの根元部分を持って広げてください。
無理に広げると幌が変形するおそれが
あります。

フロントガード

フロントガード用突起

フロン�ガードを閉じると�

フロン�ガードをフロン�ガード用
突起にあわせて押し込む。

※幌はベビーカー本�か�はずせません。
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幌のたたみかた

前幌フレーム

�ップウィンドー（幌窓）の使いかた使いかたかた

●窓カバーを開�ると、お子さまの�子を�ることができます。

窓カバーのホック（1 ヵ所）を幌のホッ
クにとめる。

窓カバーのホック（1 ヵ所）をはずす。

窓カバーを開くと�を開くと� 窓カバーを閉じると�を閉じると�閉じると�と�

トップウィンドー
（幌窓）

ホック 窓カバー

両手で幌フレームを持ち、後ろ、後ろ
にたたむ。
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シー�ベル�（股ベル�・腰ベル�・肩ベル�）の使いかた

●シートベルトとは、股ベルト、腰ベルト、肩ベルトの総称です。

警
告

お子さまを乗せたときは必ずシートベルトを締めてください。締めずに乗せたり、ベルトの締めかたが不完全
な場合、使用中にお子さまが落ちるおそれが�ります。また、シートベルトを締めていても、万一の抜�出し、、使用中にお子さまが落ちるおそれが�ります。また、シートベルトを締めていても、万一の抜�出し、
立ち上がりには十分注意してください。
シートベルトの長さはお子さまの�に�わせて��し、抜�出さないようにし�かりと締めてください。シー�わせて��し、抜�出さないようにし�かりと締めてください。シーわせて��し、抜�出さないようにし�かりと締めてください。シーシー
トベルトが長すぎるとお子さまの首に巻き�くおそれが�ります。
お子さまを乗せたまま背もたれを倒す場合、必ず肩ベルトをゆるめてか�操作してください。操作�は肩ベル
トを適切な長さに��してください。
肩ベルトを差し込みバックルに取り��る際に、��のベルトを交差させないでください。お子さまの首を圧
迫するおそれが�ります。

・

・

・

・

バックルボタンを押す。

シー�ベル�の締めかた、はずしかた

シー�ベル�を締めると�

1. お子さまをベビーカーに座らせ、お
子さまの肩に左右の肩ベル�をあわあわわ
せる。

腰ベルト股ベルト

肩ベルト

2. 肩バックルを腰バックルに重�る。バックルを腰バックルに重�る。を腰バックルに重�る。腰バックルに重�る。

シー�ベル�をはずすと�はずすと�と�

3. 股バックルを引��し、股バックル股バックルを引��し、股バックル
の左右に重�た肩と腰バックルを
差し込み、「カチッ」と音がするこ
とを確認する。

腰バックル

肩バックル

股バックル

バックルボタン

4. 肩ベル�、腰ベル�を引っぱって、
はずれないことを確認する。

背も�れを頻繁に倒し�り起こし�りする月齢期は、�の肩ベ�ト通し穴を
�用してください。肩ベ�ト通し穴の位置を変�るときは、「シ�トベ�ト
の取り付け��」（19ペ�ジ）をご覧になり、確実に取り付けてください。
長さ調節時にシ�トベ�トを肩�腰�����らはずし�ときは、「肩�
腰ベ�トを����へ取り付けるとき」（19ペ�ジ）をご覧になり、確実
に取り付けてください。取り付け��が不完全な場合、�用中にベ�ト
が抜けるおそれがあります。
肩�腰����をはずしづらい場合は、����ボ��の両側を交互に
押して、	片側ずつはずしてください。

・

・

・
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肩・腰バックルのベル�バックルのベル�
通し（ABC） ベル�の先端を矢印の方向に

引く。

肩・腰ベルトの長さは、ベルト腰ベルトの長さは、ベルト
の端が３cm以上残るように�
�してください。使用中に肩・肩・
腰ベルトが抜�て、お子さまが
落ちるおそれが�ります。取
り���、肩・腰ベルトを強く肩・腰ベルトを強く腰ベルトを強く
引�ぱり、それ�れのバックルそれ�れのバックルバックル
か�抜�ないことを確認して
ください。

 

警
告

股ベ�トは、取りはずしできません。

シー�ベル�の調節のしかた

肩・腰ベル�の�さを調節すると�腰ベル�の�さを調節すると�を調節すると�調節すると�すると�

肩

腰

①

②

【締めるとき】 【ゆるめるとき】

①

①②

バックル表�からベル�を矢印①
の方向に引�、ベル�をゆるめる。
バックル裏�を通るベル�を矢印
②の方向に引く。

肩バックル

肩ベルト通し

ベルトあまり・ ベ�トの調節の��がわ�らない。。
→	お子さまとベ�トの間に、大人の指の
第2関節が入るくらいのすき間が�
�です。

・ 肩ベ�トの先端がお子さまの顔の
付近にくるときや、お子さまが引っ
ぱって遊んでしまうときは、肩��
��のベ�ト通しC部分に通して�
�ます。

股ベル�の�さを調節すると�ベル�の�さを調節すると�を調節すると�調節すると�すると�

【締めると��締めると��� 【ゆるめると��と���

股バックルの裏�からベル�を矢印①の方向
に、適切な�さまで引く。

股バックル裏�からベル�を矢印①の方向に
引�、ベル�をゆるめる。
股バックル表�を通るベル�を矢印②の方向
に引く。

【締めると��締めると���

【ゆるめると��と���

※	腰����右側でイラ�ト表現
しています。
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ベビーカーを押しなが�リクライニング操作をしないでください。思わぬ事故につながるおそれが�ります。
お子さまを乗せたままリクライニング操作するときは、急にリクライニング角度が変わ�ないように十分ご注意ください。
お子さまを乗せたまま背もたれを倒すときは、必ずお子さまの�を支えてください。必ずお子さまの�を支えてください。お子さまの�を支えてください。
お�りができないお子さまの場合は、�も倒した状態か�中間�置まで起こした状態でご使用ください。�りができないお子さまの場合は、�も倒した状態か�中間�置まで起こした状態でご使用ください。ができないお子さまの場合は、�も倒した状態か�中間�置まで起こした状態でご使用ください。�も倒した状態か�中間�置まで起こした状態でご使用ください。倒した状態か�中間�置まで起こした状態でご使用ください。

・
・
・
・

リクライニング操作時は、そばに人（特に小さいお子さま）を近づ�ずに行�てください。指や手をはさむおそれが�むおそれが�おそれが�
ります。
お子さまを乗せたままリクライニング操作する場合、背もたれを倒すときは必ず肩ベルトをゆるめてか�操作してく
ださい。
リクライニング操作�は、シートベルトを適切な長さに��してください。

・

・

・

 

注
意

 

警
告

●�クライ�ン�の使いかたの�安�クライ�ン�の使いかたの�安
・ 1ヵ月〜首がすわるまで
→背も�れは最も倒し�状態

・ 首がすわって�ら、１人でお�りができるまで
→背も�れは最も倒し�状態�ら中間位置まで起こし�状態

・ １人でお�りができるようになっ�ら
→背も�れは最も倒し�状態�ら最も起こし�状態

●背もたれを�も�かせて使�と、シー�が�く�じる�も�かせて使�と、シー�が�く�じる�かせて使�と、シー�が�く�じる�く�じる�じる
→	お子さまがお�りできる場合に�り、背も�れを中間位置まで起こしてご�用ください。お�りできる場合に�り、背も�れを中間位置まで起こしてご�用ください。できる場合に�り、背も�れを中間位置まで起こしてご�用ください。

１人でお�りができるお子さまで�����トのでお�りができるお子さまで�����トの
位置に頭がくる場合には、背も�れを倒し�と
きに無理な姿勢になりますので、�����トが
起き上がらない位置でとめてください。

背もたれの�しかた

1. �クライ�ン�バックルを起こしなを起こしな
がら左に移�させる。

 お子さまを乗せたまま操作すると�
は、他方の手で必ずお子さまの体を
支える。

2. 背もたれを�す。
	 �����トが起き上がってきます。（ム�
ビ�グ���ガ��機能）

ヘッドレスト

リクライニング
バックル

�クライ�ン�の使いかた
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片方の手で�クライ�ン�バックルを起
こしながら、�クライ�ン�ベル�を右に
引っぱる。

背もたれの起こしかたの起こしかた

お子さまの��を背も�れに�け�ままでは、起こす
ことができません。

�クライ�ン�操作がしにくい
リ�ライニ�グベ�トがねじれている場合があります。
ねじれ�リ�ライニ�グベ�トは、��の手順でなおすことができます。なおすことができます。すことができます。
①	背も�れを1番�まで倒し、ねじれている部分を確認します。し、ねじれている部分を確認します。。
②	ねじれをとり、リ�ライニ�グベ�ト全�をねじれのない状態にします。をとり、リ�ライニ�グベ�ト全�をねじれのない状態にします。

リクライニング
バックル

リクライニングベルトが
ねじれていない

リクライニングベルトが
ねじれている

リ�ライニ�グベ�トがあまっ�場合は、図のようにベ�トどめゴムでま
とめることができます。

ベルトどめゴム
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●折りたたむと�は、必ず幌を後�にたたんでまとめてください。

ベビーカーを折りたたむときには、そばに人（特に小さいお子さま）を近づ�ずに行�てください。指や手をは
さむおそれが�ります。警

告

注
意

1. ❶ ハンドルを背面位置にする。
  （「ハンドルの切り替えかた」7ページをご覧く

ださい）

 ❷ キャスターをロックする。
  このとき、�����の向きは図のように内

向きにします。

2.  幌をたたんだ��にする。幌をたたんだ��にする。
  幌フ��ムを後側に引いて幌をまとめます。
	 （「幌の��み��」1�ペ�ジをご覧ください）

❶

❷
内向き
にする

ロック

キャスター

折りたたみ�、手元ロックスライダーがロックされているか確認してください。また、折りたたみ操作時以外
は握�ないでください。
手元ロックスライダーをスライドさせずに折りたたみ�バーを握�ないでください。無理に握ると破損するお
それが�ります。
何かに引�かか�ていたり、はさみ込まれている感じが��た場合には、1度開いて原因を確認してください。
無理に折りたたむと破損するおそれが�ります。
折りたたむときは、買い物カゴに何も入�ていないことを確認してください。ベビーカーの破損や�物のつぶ
れの原因となります。
折りたたむときは、幌がたたまれ、��にまとめ�れていることを確認してください。幌の変形や破損の原因
になります。

・ 車のトランクなどに入れて外出する場合は、幌に負�がかか�ないようにしてください。変形や破損の原因に
なります。
折りたたむときは、キャスターを内向きにロックしてください。キャスターが内向きにロックされていないと、
折りたたんだ状態でベビーカーが倒れやすくなるおそれが�ります。

・

・

・

・

・

・

折りたたみかた
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4. 手元ロックスライダーから手を�手元ロックスライダーから手を�
し、折りたたみをロックする。

 折り��み���が自動で���され
ます。

	 ���されていることを必ず確認してく
ださい。

折りたたみレバー

スライド ❸
❶

この位置で解除

スライド

（赤）が表示されます

❷

この位置でロック

スライド

（緑）が表示されます

折り��むとき、「カチ�」と���
する音を確認してください。
ま�、ベビ�カ�の����を少し
持ち上げて確実に���されている
ことを確認してください。
背も�れを起こし�状態で折り��
みにくいと感じ�ときは、背も�れを
倒すと折り��みやすくなります。

・

・

3. ❶手元ロックスライダーを矢印方向にスライドさせながらレバーを握り、
 ❷ハンドルを引�上げ、引�上げ、上げ、
 ❸十分引�上げたら、そのままハンドルを押し下げる。ハンドルを押し下げる。押し下げる。。
	 ベビ�カ�が折り��まれます。
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足乗せバーの使いかた
●足乗せバーは、お子さまが寝たときに、楽な姿勢にできます。
※出�時、足乗せバーは�納状態です。

着脱シー�先端を持ち上げ、ベース
シー�の座面から足乗せバーを引
��す。
着脱シー�をのせ、ホックをとめる。

1.

2.

着脱シー�のホックをはずし、足乗せ
バーを座面の中に押し込む。

収納すると�

使用するときは、必ずホックをとめてください。
破損やお子さまのケガの原因となります。注

意

着脱シート先端

足乗せバー

ホック

使用すると�すると�

ガードカバーのはずしかた、取り付けかた、取り付けかた

お子さまをベビ�カ�に乗せるとき
には、ガ��カ��をつけてお�いに
なることをおすすめします。

1. ガードボタンを押して、フロン�
ガードをはずす。

2. フロン�ガードからガードカバーを
はずす。

フロントガード

ガードカバー

ガードボタン

取り付けると�

はずしかたの手順を逆に行って取り付けてください。

はずすと�

部品の取り付けかた・はずしかた
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買い物カゴの取り付けかた

部品の取り付けかた・はずしかた

耐�重以上の�物はのせないでください。破損
の原因となります。
角のとが�たものや、カゴか�はみ出す容積の
大きいものは入れないでください。�物の落下
やカゴの変形およびやぶれの原因となります。やぶれの原因となります。れの原因となります。

・

・

注
意

耐�重5kg

※荷物はで�るだけカゴ底に均等に荷重が加
わるよ�にのせてください。

ベビーカーを折りたたむときは、�物を取り出
してください。ベビーカーの破損や�物のつぶ
れの原因になります。

・

2. �後に��用ベル�が��フック�後に��用ベル�が��フック
にとまっているか、引っぱって確認
する。

1.  カゴについている� ヵ所の��用ベについている� ヵ所の��用ベ��用ベ
ル�①②③④をフレームホルダーまホルダーま
たは前・後脚フレームに��つけて、に��つけて、て、、
��用ベル�先端にある��フック
にとめる。

U字フック
固定用ベルト

後前

④③

②
①

U字フック

の方向から見た図 の方向から見た図

フレーム
ホルダー

の方向から見た図の方向から見た図

フレーム
ホルダー

前脚
フレーム

後脚
フレーム

④
③

②
①
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肩・腰バックルのバックルの
ベル�通し

（ABC）

肩・腰バックルへのベルトの取り��かたが、バックルへのベルトの取り��かたが、へのベルトの取り��かたが、のベルトの取り��かたが、ベルトの取り��かたが、取り��かたが、
不完全な場合、使用中にベルトが抜�るおそれな場合、使用中にベルトが抜�るおそれ、使用中にベルトが抜�るおそれ
が�ります。
ベルトを肩・腰バックルに取り���、ベルトバックルに取り���、ベルト
を強く引�ぱり、確実に取り���れているこ
とを確認してか�、使用してください。

・

・

 

警
告

シー�ベル�の取り付けかた

肩・腰ベル�をバックル�取り付けると�ベル�をバックル�取り付けると�をバックル�取り付けると�バックル�取り付けると�ると�

肩 腰

1.	バックルのベル�通
しCにベル�を通
し、ベル�通し、ベル�通しAに
ベル�を通す。を通す。通す。す。

2.	ベル�通しBに
ベル�を通す。を通す。通す。す。

3.	ベル�通しCに
ベル�を通す。を通す。通す。す。

4.	ベル�通しAにベル
�を通す。（ベル�通を通す。（ベル�通通す。（ベル�通す。（ベル�通ベル�通
しAとCにはベル�
が2重に通ります）

3cm以上

※	肩�腰ベ�トの長さは、ベ�トの端が3cm�上残る
ように調節してください。

※	腰����右側でイラ�ト表現しています。

ベ�トの先端がお子さまの顔の付近にくるときや、
お子さまが引っぱって遊んでしまうときは１2ペ�引っぱって遊んでしまうときは１2ペ�遊んでしまうときは１2ペ�2ペ�ペ�
ジのワ�ポイ�トをご覧ください。

※「肩・腰ベル�の着脱シー��の取り付けかた」については、22ページの手順1、2をご覧ください。肩・腰ベル�の着脱シー��の取り付けかた」については、22ページの手順1、2をご覧ください。腰ベル�の着脱シー��の取り付けかた」については、22ページの手順1、2をご覧ください。22ページの手順1、2をご覧ください。ページの手順1、2をご覧ください。

腰ベル�を取り付けると�を取り付けると�取り付けると�ると�

①腰ベル�の裏�を上にして、ベース
シー�の腰ベル�通し（2 ヵ所）にベル
�を図のよ�に通す。
②腰バックルを腰ベル�に取り付け、
③着脱シー�の腰ベル�通し穴に通し
て、取り付ける。
※注意ラベ�のある側が表側です。

腰����の腰ベ�トへの取り付け��は、こ
のペ�ジの「肩�腰ベ�トを����へ取り付
けるとき」をご覧ください。

腰バックル

腰バックル

③

②

腰ベルト通し穴

ベースシート注意ラベル

腰ベルト（裏側）

腰ベルト通し
①

部品の取り付けかた・はずしかた
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バックルボタン

肩・腰
バックル

着脱シート先端

足乗せバー

ホック

ベースシート 注意ラベル

①肩ベルト通し②肩ベルト通し穴 着脱シート

着脱シー�のはずしかた、取り付けかた

着脱シートを取りはずしたままお子さまを乗せないでください。すき間に手や足をはさむおそれが�ります。
やぶれやほつれの発�した着脱シートはそのまま使用しないでください。中のウ�タンをお子さまが飲み込ん
だり、着脱シート本来の機能が果たせなくなるおそれが�ります。
着脱シートを取り��る際に、ホック類を確実にセットしてください。取り��が不完全の場合、ケガややぶ
れなどの原因となります。

・
・

・

はずすと�

※着脱シー�について
お子さまの服や靴に面ファ�ナ�が付いている場合は、シ�トに面ファ�ナ�が付着しないように気をつけてください。

警
告

1 . バックルボタンを押して、バックル
から肩・腰バックルをはずす。

肩ベル�は、ベースシー��のベル�
通し①に図のよ�に通し、着脱シー�図のよ�に通し、着脱シー�通し、着脱シー�
�の肩ベル�通し穴②に通して、取り
付ける。る。。

肩ベル�を取り付けると�ベル�を取り付けると�を取り付けると�取り付けると�ると�

・着脱シ�トの肩ベ�ト通し穴上�位置は、ベ�
�シ�トと同じ高さのベ�ト通し穴を通して
ください。上�を間違�て取り付けると、ベ
�ト長さが足りなくなるおそれがあります。

・背も�れを頻繁に倒し�り起こし�りする月を頻繁に倒し�り起こし�りする月
齢期は、�の肩ベ�ト通し穴を�用してくだ
さい。

・肩ベ�トは、注意ラベ�側を表にして�用して
ください。

2 . 足乗せバーを使用していると�は、足乗せバーを使用していると�は、
着脱シー�先端のホック（2 ヵ所）（2 ヵ所）
を足乗せバーからはずす。
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4. 着脱シー�両�の着脱シー�取付両�の着脱シー�取付の着脱シー�取付着脱シー�取付
ゴム（� ヵ所）をベースシー�の着（� ヵ所）をベースシー�の着� ヵ所）をベースシー�の着ヵ所）をベースシー�の着ベースシー�の着
脱シー�取付ゴム用フックからはからは
ずす。

5. �面のフレームにとめてあるベル��面のフレームにとめてあるベル�
のホック（左右）をはずす。

3. ①ベースシー�の座面裏�の着脱ベースシー�の座面裏�の着脱
シー�取付ゴム用フックから着脱
シー�取付ゴム（4 ヵ所）をはずし、
②着脱シー�から股バックルを引着脱シー�から股バックルを引
�抜く。

6. 腰バックルと肩バックルを引�抜腰バックルと肩バックルを引�抜
�、着脱シー�をベースシー�から
はずす。

股バックル

着脱シート
取付ゴム

座面裏側

①

①

②

②

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用フック

側面のフレーム

ホック

肩バックル

肩バックル 腰バックル

着脱シート

着脱シート取付ゴム用フック（6ヵ所）

着脱シート取付ゴム（6ヵ所）

部品の取り付けかた・はずしかた
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取り付けると�ると�

1.  ベースシー�の腰ベル�通しに腰
ベル�を、肩ベル�通しに肩ベル�
を通す。

2. 着脱シー�のベル�通し穴に腰
バックルと肩バックルを通し、着脱と肩バックルを通し、着脱バックルを通し、着脱を通し、着脱
シー�の表�にベル�の先端を引
��す。

「腰ベ�トの取り付け��」について、詳しくは
19ペ�ジをご覧ください。
「肩ベ�トの取り付け��」について、詳しくは
2�ペ�ジをご覧ください。

着脱シ�トの肩ベ�ト通し穴上�位置は、
ベ��シ�トと同じ高さの通し穴を通してく
ださい。上�を間違�て取り付けると、ベ�
ト長さが足りなくなるおそれがあります。
背も�れを頻繁に倒し�り起こし�りする月齢
期は、�の肩ベ�ト通し穴を�用してください。
肩ベ�トは、注意ラベ�側を表にして�用し
てください。

・

・

・

4. �面のフレームにベル�をフレームにベル�をにベル�をベル�を
��つけ、ホック（左右）をホック（左右）を
とめる。

肩ベルト通し

肩ベルト

腰ベルト

腰ベルト通し

肩バックル

肩バックル 腰バックル 注意ラベル

着脱シート

ホック

リクライングベルト

側面のフレーム　

※リクライング
ベルトの内側
を通す。

3. 着脱シー�両�の着脱シー�取付ゴム（�ヵ着脱シー�取付ゴム（�ヵ（�ヵ�ヵ
所）をベースシー�の着脱シー�取付ゴム）をベースシー�の着脱シー�取付ゴムの着脱シー�取付ゴム
用フックに①�②�③の順に引っかける。に①�②�③の順に引っかける。�②�③の順に引っかける。②�③の順に引っかける。�③の順に引っかける。③の順に引っかける。の順に引っかける。。

※着脱シート取付ゴ
ムをベースシート
の内側から通し穴
に通し、着脱シー
ト取付ゴム用フッ
クに引っかける。

通し穴

着脱シート取付ゴム用フック（6ヵ所）

着脱シート取付ゴム（6ヵ所）

② ②

① ①

③ ③
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7. 腰バックルに肩バックルを重�る。 8. 肩・腰バックルを股バックルに差し肩・腰バックルを股バックルに差し
込む。

6. 足乗せバーを使用すると�は、着足乗せバーを使用すると�は、着
脱シー�のホック（2 ヵ所）を足乗
せバーのホックにとめる。ホックにとめる。にとめる。とめる。める。

部品の取り付けかた・はずしかた

5. ①股バックルを着脱シー�の表�着脱シー�の表�
に引��し、②着脱シー�座面両�
の着脱シー�取付ゴム（4 ヵ所）を
ベースシー�座面裏�の着脱シー
�取付ゴム用フックに引っかける。

着脱シート
取付ゴム

股バックル

座面裏側
①

①

②

②

着脱シート
取付ゴム

着脱シート
取付ゴム用フック

着脱シート先端

足乗せバー

ホック

腰バックル

肩バックル

肩・腰
バックル

股バックル
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※	幌のプラ�チ��部分やカゴの��フ��などで�ガをし幌のプラ�チ��部分やカゴの��フ��などで�ガをしのプラ�チ��部分やカゴの��フ��などで�ガをしなどで�ガをし
ないように注意してください。

※	製品の特性上、若干色あせすることがあります。
※	洗濯の際は中性洗剤をおすすめします。蛍光剤�漂白剤入
りの洗剤は肌荒れ、湿疹などのおそれがありますので�用
しないでください。

※	保管状態により、カビが発生することがあります。こまめ
に洗濯をし、清潔に保つように心がけてください。

● 着脱シー�、肩ベル�、腰ベル�、ガード
カバーの洗濯
水、ま�はぬるま湯で洗濯機の弱水流ま�は手洗
いしてください。
洗濯機をご�用のときは、洗濯用��トに入れてをご�用のときは、洗濯用��トに入れて
ください。ほつれや傷みの原因となります。
きついもみ洗いはしないでください。
色落ちすることがありますので、他の洗濯物とは
別に洗ってください。ま�、つけ置き洗いも避けて
ください。
十分にすすぎ、軽く脱水し�後、形を整�て陰干し
してください。
乾燥機の�用や�ライ�リ�ニ�グはできま
せん。

● 幌、買い物カゴ、股ベル�のお手入れ
幌や買い物カゴ、股ベ�トは液中につけず、水、ま
�はぬるま湯の洗剤を付け�ブラシや�ポ�ジな
どを�用して、汚れをふき取ってください。
洗剤を�用して汚れを取っ�後は、水を含ませ�
布や�ポ�ジで洗剤分が残らないように数回ふき
取ってください。
乾�すときは、乾い�布で水分をふき取り、陰干ふき取り、陰干き取り、陰干
ししてください。

・

・

・
・

・

・

・

・

・

縫製品の洗濯について

日常のお手入れ

●	車輪やプラ�チ��部品および金属部品の汚れ
は、水を含ませよくしぼっ�布でふき取ります。

車体の清掃について

車�の清掃は水ぶき以外はしないでください。部水ぶき以外はしないでください。部以外はしないでください。部
品の変質、劣化の原因となります。

●	きしみが発生し�り、作動が鈍くなって注油が必
要と思われる場合は、必ず潤滑油（シリコ��系）
を少量、注油してください。

	 注油するときは、注油部分の泥や汚れをあら�じ
めふき取ってください。ま�、注油量が多すぎる
と、ほこりが付きやすく、��って機能を低�さ
せます。

● 下に示す部分には注油しないでください。作�不
良を起こす原因となります。

注油について

お子さまがなめる可能性の高いフロントガード、
アーム�ストなどには油が�着しないようご注
意ください。

注
意

注
意

手元操作部

キャスター回転部

開閉ロック付近

シートベルト
のバックル

フロント
ガードの
取り付け部

保管のしかた
直射日光を避け、湿気が少なく雨やほこりが��らない場所に立てて保管してください。
屋外で保管する場合はカ��を�けることをおすすめします。

注
意

火の近くや夏季の車内など高温になる場�での保管は避�てください。
ベビーカーに�物を重ねた状態で保管をしないでください。
　故障や変形の原因となります。
ベビーカーを寝かせて保管する場合は、背面を下にしてください。
横向きに寝かせて保管をすると、故障や変形の原因となります。
ベビーカーを立てた状態で保管する場合は、キャスターを内向きにロックし、
必ずストッパーをか�てください。ベビーカーが倒れやすくなります。。

・
・

・
・
・
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点検とアフターサービスについて

廃棄方法について
●	お住まいの各自治�の指示に従い、処分�廃棄してください。

ベビーカーの『標準使用期間』についてついて
ベビ�カ�の『標準�用期間』は「新規購入後５年」です。
標準�用期間を経過し�場合、材料の経年劣化により、本来の性能を果せず危険を招くおそれがあります。不
測の事態に備�てご�用をお控�ください。
●	新規購入日を記録する�めに、販売店発行の�シ�ト（領収書）と取扱説明書を必ず保管してください。
●	標準�用期間内においても、�用方法や環境、保管条件により故障する場合があり、この期間の品質を保証
するものではありません。ま�、�用履歴が不明な製品の再利用はお控�ください。

	 品質保証書に記載している「お買い上げ日より1年間」の保証期間を過ぎ�場合の修理は有償となります。

●	ご�用の前に、��部品のゆるみ、部品の�損およご�用の前に、��部品のゆるみ、部品の�損およ��部品のゆるみ、部品の�損およ
び作動不良などの異常がない�点検してください。

●	ご�用中に車�の破損、異常、��部品のゆるみ、、
�イヤの摩耗、シ�トおよびシ�トベ�トにや�シ�トおよびシ�トベ�トにや�
れ�ほつれなどが発生し�場合や、部品の交換ま�
は修理が必要な箇所を発見し�場合、�だちに�
用を中止して当社コ�シュ�マ�プラザにご連絡
ください。

	 そのまま�用しますと、�大な事故につながるお
それがあります。

	 お問い合わせの際は、車�後側�ら見て右のパイプ合わせの際は、車�後側�ら見て右のパイプの際は、車�後側�ら見て右のパイプ車�後側�ら見て右のパイプ後側�ら見て右のパイプ
に貼ってあるシ��をご覧になって製品����製品��������
トNo.をお知らせください。

●	製品の改造や不当な修理をしないでください。思
わぬ事故につながるおそれがあります。るおそれがあります。

●	お手入れの際に取りはずし�製品は、本書をよく読
み正しく取り付けてください。取りはずし�まま
ですとお子さまが危険です。

コンシューマープラザ
（Customer Service Center）
〒339-0025 埼玉県さい�ま市岩槻区釣上新田271
	 	 TEL.	（048）797-1000		
	 	 FAX.	（048）798-6109

コンシューマープラザ
（Customer Service Center）／西日本担当
〒540-0026 大阪府大阪市中央区内本町2-4-16
	 	 TEL.	（06）6942-0379		
	 	 FAX.	（06）6942-0302

●	本製品の修理／部品販売は、原則として製品の製
造中止�ら3年後までとなります。この期間内で
も該当部品の在庫がなくなっ�場合、対応できな
いことがあります。ま�、色や仕様が若干異なる
部品で対応させてい�だく場合もあります。あら
�じめご了承ください。

SG マークの被害者救済制度
SGマーク�き製品の欠陥により、人身被害が�じたと
認め�れる場合、製品安全協会が事故原因、被害の程
度などに応じて、賠償措置を実施する制度です。
ベビーカーの場合は、お買い上げ日より4�以内が��の場合は、お買い上げ日より4�以内が��
期間となります。

●賠償についてのご注意
認定された製品そのものが故障したとしても、その品
質について保証するものでは�りません。�くまでも
傷害などの身�的な損害（人的損害）について賠償する
制度です。

●製品の欠陥により事故が起�た場合
損害を被�た消費者（お子さまなどの場合は、保護者）
が、事故発�日か�60日以内に下記までご連絡�い�い
ます。。

一般財団法人　　.東京都台東区竜泉2丁目20� 2�
製品安全協会. ミサワホームズ三ノ輪.2階
. TEL.（0�）5808-��00

●事故の��に必�な��の��に必�な��に必�な��
①	事故の原因となっ�製品現品製品現品現品
	 ・製品�称、��トNo.　��トNo.　　・購入先、購入年月日
②	事故発生の状況
	 ・事故発生年月日　・事故発生場所　・事故発生状況
③	被害の状況
	 ・被害者の氏�、年齢、性別、住所
	 ・被害の状況



そ
の
他

��

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お買い上げの日から下記期間中製品の故
障が発生した場合は、本書をご提示の上、当社コンシューマープラザにお問い合わせください。

保証規定

●お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちにご記入願います。
●このページ上部のレシート貼り付け欄に領収書（レシート）をお貼りください。
●万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこの保証書によっ
て法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、当社コンシューマー
プラザにお問い合わせください。
●保証書にご記載いただきました個人情報につきましては、個人情報保護法の規定に従い、お客さまの故障修理についてのみ利用
させていただきます。それ以外の用途には利用いたしません。

1.　1度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えで
きません。

2.　保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状
態において、万一故障した場合には無料で修理いたし
ます。電話にてお問い合わせの上、当社コンシューマ
ープラザまでお送りください。

3.　保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
　　(a) プラスチック部品の自然劣化による変色。
　　(b) シートクッションなど、縫製部品の傷ややぶれ。
　　(c) お客様の誤使用、または改造や不当な修理による

故障および損傷。
　　(d) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変によ

る故障および損傷。

　　(e) 本書に製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店
名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えら
れた場合。

　　(f) 本書のご提示がない場合。
　　(g)一般家庭以外で、業務用などにご使用され故障し

た場合。　
　　(h) 有料修理の場合に要する発送運賃。
　　(i) 車輪の自然磨耗。
4.　本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修

理サービスはいたしかねます。
5.　製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなっ

た場合、修理できないこともあります。

品質保証書
コンビ  ベビーカー

修理メモ

製品名

お名前

住　所店　名

TEL

お買い上げ日

年　　月　　日

保証期間
　お買い上げ日より1年間（ただし保証規定による）

ロットNo.

（車体後側から見て右のパイプにあるシールに記載）

ご住所　〒

TEL

販
売
店

お
客
様

製品・部品に関するお問い合わせ、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。
コンシューマープラザ（Customer Service Center）
受付時間：9:30～17:00（日祝日、年末年始を除く）
〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271 TEL.（048）797-1000　FAX.（048）798-6109
コンシューマープラザ（Customer Service Center）／西日本担当
受付時間：10:00～17:00（土日祝日、年末年始を除く） 
〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町2-4-16 TEL.（06）6942-0379　FAX.（06）6942-0302
コンシューマープラザホームページ　www.combi.co.jp/soudan

領収書（レシー�）貼り付け欄

ymk-fukazawa
線
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